	小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表


	法人名
	株式会社縹色

	代表者
	鬼塚　亜美

	
	法人・
事業所
の特徴
	・暮らしを大切にする（暮らすために行う家事を、できる人と一緒に行う）
・認知症になっても楽しく暮らせるよう、ワクワクした気持ちをもってもらえるように
接する。
・その方の持っている力を奪わない介護をする

	事業所名
	春の歌

	管理者
	鬼塚　亜美

	
	
	


	出席者
	市町村職員
	知見を有するもの
	地域住民・地域団体
	利用者
	利用者家族
	地域包括支援ｾﾝﾀｰ
	近隣事業所
	事業所職員
	その他
	合計

	
	０人
	１人
	１人
	０人
	０人
	１人
	０人
	２人
	人
	５人


	項　　目
	前回の改善計画
	前回の改善計画に対する取組み・結果
	意見
	今回の改善計画

	Ａ．事業所自己評価の
確認
	なし
	なし
	・頑張っている様子はうかがえる
・常勤スタッフが何名いるかなどわからない部分があり評価が難しいと感じた。
・今回、初めての評価なので、評価する側も慣れていないので難しいと感じたり、日常的に関わっていないのに評価してもいいのかという気持ちになった。
・具体的な改善計画に「フィードバックを丁寧に行う」とあったが、どのように行うのか具体的に記載したほうがいい。
	・運営推進会議での報告書にスタッフの人数と常勤非常勤の内訳を記載する。
・事業所自己評価の「次回までの具体的な改善計画」を評価しやすく具体的に記載する。
・次回の外部評価の準備として、年度始まりに事業所自己評価の改善計画と、地域関わりシート①を配布し、内容に沿った視点で関わっていただけるよう説明する。

	Ｂ．事業所の
しつらえ・環境
	なし
	なし
	・施設っぽさがなく、一般の住宅のようでいいと思います。
・不潔な印象は受けないです。
・狭いとか窮屈ということは感じない。
・鍵がかかっていることないが、いつも鍵をかけていないのかはわからない。
	・一人一人に合わせた対応をしながら居心地の良い環境となるよう家具などの配置を変えたり、玄関に鍵をかけるのは夜間のみであることなどを発信する。

	Ｃ．事業所と地域の
かかわり
	なし
	なし
	・事業所の役割や、やっていることを知ってもらうことの難しさがあると思う。だいぶん前に拓北・あいの里地区の事業所マップがあったので、拓北版を作って特徴を知らせるなどすると相談のしやすさにつながるのではないか。
・地域に知ってもらうのには時間がかかると思う。
	・引き続き、興産社町内会の参加や、拓北あいの里ケア施設町内会の参加、拓北盆祭りの手伝い、地域でやっているイベントへの参加をしていく。
・地域の福祉医療関係者との繋がりを持ち様々な面で連携が図れるようにする。


	Ｄ．地域に出向いて
本人の暮らしを
支える取組み
	なし
	なし
	・利用者のやりたい麻雀をするため、ボランティアにメンバーになってもらうよう依頼している。私自身、ボランティアとして関わっている中で、大変難しいことに挑戦していると感じています。
・評価項目の質問の理解が難しいと感じた。
	・利用者が「やりたい」「楽しい」という気持ちが持てるような活動を今後も継続する。
・利用者といろんなところに出かけたり、イベントに参加したり、利用者が住んでいる地域の方と連携を図ったりしていることを、もっとしっかり伝えていく。


	Ｅ．運営推進会議を
活かした取組み
	なし
	なし
	・地域に住む心配な方に出会う機会がないと、運営推進会議で事例検討をするのは難しいかもしれないと思った。
・拓北あいの里ケア施設町内会の取り組みも、地域での取り組みを一緒に取り組もうとしていることに繋がると評価してもいいのではないかと思う。
	・来年度の運営推進会議にお誘いするメンバーを増やし、いろんな意見がいただけるようにする。
・引き続き、春の歌の取り組みを解りやすく報告する。

	Ｆ．事業所の
防災・災害対策
	なし
	なし
	・防災計画は具体的に策定したほうがいい。家族が迎えに来れない、送っていけない、認知症の方の福祉避難所での避難が難しいことなど考えると、春の歌の安全が確保できればここで安全に過ごすということも考える必要があるため、数日過ごせるような備蓄や計画が必要。
・地域の災害対策について知る必要がある。拓北のひまわり防災委員会は市から高い評価を受けているので参加するといい。
	・事業所の防災計画の見直しをする。（より具体的にすることと事業所内での共有）
・利用者や地域の方と避難訓練を行う。
・地域の防災情報を収集。
・地域の防災訓練にも参加する。


